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○ 新市場を開拓する「強い」大学発ベンチャーの創出は急務。起業、人材育成等の各段階において様々な課題。
○ 文部科学省では、大学を中心としたエコシステムの担い手（人材や大学発ベンチャー）を生み出すため、アントレプレナー育成や
新事業創出のための研究開発支援等の施策を実施。

起業人材の育成

起 業

成長・発展
大学発新産業創出プログラム（START）

【R4予算：21億円（R3予算：20億円）】
・アントレプレナーシップ教育・起業支援体制の構築支援
等により、大学等発ベンチャー創出を加速。
※アントレプレナーシップ教育は、全国アントレプレナーシップ醸成促進事
業で全国の実施状況の把握や良好事例の展開等を実施（R4～）

起業人材の育成 起 業 成 長 ・ 発 展

新市場を開拓する「強い」
大学発ベンチャーの創出

官民イノベーションプログラム【1000億円、H26年度～】
・４国立大学（東北、東京、京都、大阪）がベンチャーに出資

出資型新事業創出支援プログラム
（SUCCESS） 【50億円、H26年度～】

・JSTが支援した大学等の研究成果を事業化するベンチャーに出資

大学発ベンチャー創出・成長に向けた文部科学省の施策

教職員や学生の起業意欲や
ベンチャーへの関心が低く、日
本全体のアントレプレナーシップ
醸成が不十分

大学等の技術シーズをビジネス
に結び付けるための経験・ノウ
ハウや戦略を持つ人材が不足

創業初期のシード・アーリー
段階は事業化リスクが高く、
民間からの投資が入りづらい
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